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1 はじめに

モモ、ネクタリン、スモモの樹種複合園における
病害虫防除を樹種ごとにおこなうと同じ時期に異な
る薬剤や倍数で防除をおこなう場合があり、薬剤散
布作業が複雑で、防除費用が多くなるばかりでなく、
隣接樹種へ薬剤ドリフトが起きる。この問題を解消
するため、病害虫の発生状況が類似する「モモ、ネ
クタリン、スモモ」を１つのグループとし、そのグ
ループで病害虫を同時に防除する体系を検討した。

２ 試験方法

(1) 試験場所：りんご試験場県南果樹研究センタ
ー（現 AITC りんご研究所県南果樹部）各圃場

(2) 供試樹種及び品種：モモ、ネクタリン及びス
モモ、但しスモモは日本スモモ及びプルーンとした。
樹齢は９～24年生で、供試品種は表２及び表３に示
した。

(3) 防除体系：モモ、ネクタリン、スモモは本県
では生育期間や春期の生育ステージがほぼ同じある
こと、主要病害虫は３樹種で共通することから、こ
れらを一つのグループとし体系を検討した。薬剤散
布は、モモの生育ステージを基準にして３樹種に対
し同一日に薬剤散布を行うこととし、これまで、防
除暦を作成してきたモモの防除体系を基本とした
（表１）。2005年はモモ‘あかつき’基準の防除体
系、2006年はモモ‘あかつき’基準の防除体系にお
いて、「落花40日後」黒星病及びシンクイムシ類対
策を強化した体系及び2008年は2007年に実用化した
モモ晩生種に対応する本県防除暦１）体系とした。こ
れらの体系には2005年から実用化した３樹種に使用
できる薬剤を樹種毎の使用時期及び使用回数を考慮
し、順次体系に組み込んだ。2005年は動力噴霧器を
用い１樹15L散布し、その他の年次はスピードスプレ
ーヤにより、防除暦に示す10a当たり散布量で散布し
た。「落花20日後」に相当する時期まで、各樹種は
それぞれ散布をおこなった。

(4) 調査方法：病害は３樹種に共通して発生する
灰星病とモモの重要病害である黒星病を調査対象と
し、表２に示した調査日に各病の発病状況を調査し
た。虫害は３樹種の重要害虫であるシンクイムシ類
を調査対象とし、表３に示した時期に収穫した果実
を切断し、シンクイムシ類の幼虫による被害状況を
調査した。なお、防除薬剤の無散布区はモモのみに
設置した。シンクイムシ類防除効果は無散布区にお
けるシンクイムシ類の被害果率と比較し判定した。

３ 試験結果及び考察

(1) 病害：モモで2005年に黒星病の発病果率が無
散布では75.3％であったが、この体系で14.3％で低
い発病であった。2006年においても供試樹種では灰
星病、黒星病の発生が少なかった(表２）。また、2
008年の達観調査でも問題となる病害はなかった。こ
れらの安定した防除効果により、供試体系は実用性
があると考えられた。

(2) 虫害
1) 発生種：供試した樹種の被害果実からモモ

シンクイガの幼虫が得られた。また、日本スモモか
らはスモモヒシンクイの幼虫も得られた。

2) 被害果の発生：各試験年次のモモの薬剤無
散布区ではシンクイムシ類の被害果率が高かったが、
モモ、ネクタリン及びプルーンでは被害は少なくこ
れらの樹種では防除効果は高かった。しかし、2005
年のモモ‘あかつき基準’防除体系及び2008年のモ
モの晩生種に対応する防除体系では日本スモモの被
害果率が高く、これら体系は日本スモモでは低い防
除効果であった(表３）。

日本スモモにおいて被害果が発生した2005年と20
08年の供試体系はモモ、ネクタリン及びプルーンの
モモシンクイガ防除には有効と考えられた。日本ス
モモではモモシンクイガ以外にスモモヒメシンクイ
による被害が確認されたこと、また、本県のモモで
はモモシンクイガの防除は「６月末～７月始め」か
ら「８月中旬」あるいは「８月下旬」までの10日毎
の散布が適当１）とされていることから、日本スモモ
における被害の発生はスモモヒメシンクイガが関与
していると推察された。また、2005年及び2008年に
は「８月上旬」及び「8月中旬」にモモのモモシンク
イガ防除剤で、３樹種に使用できるネオニコチノイ
ド剤（ジノテフラン剤、モスピラン水溶剤）を使用
したが、２種のシンクイムシ類による被害が発生し
た日本スモモでは、これら薬剤は防除剤として適用
しなかったと考えられた。これら薬剤の代替として、
2006年の体系で日本スモモに被害がなかったことか
ら、ネクタリンに登録がないもののスモモで収穫前
日まで使用できるスカウトフロアブル3,000倍が、こ
の時期の日本スモモの防除剤に適すると考えられた。
したがって、日本スモモは中生種の収穫時期となる
「８月上旬」と「８月中旬」は３樹種共通で使用で
きる薬剤に替え、スカウトフロアブル3,000倍を使用
し、ネクタリンとかけ分けすることが適当と考えら
れた。

これらの結果から、「モモ、ネクタリン、スモ
モ」を１つのグループとし、さらに、農薬登録内容
が一致する薬剤が多い「モモ、ネクタリン」を一つ
のグループまた、「スモモ」は「日本スモモ」と
「プルーン」を一つのグループとして、共通防除を
行う体系を組み立てた(表４）。

モモ、ネクタリン及びスモモの共通防除体系は、
「落花直後」から「落花30日後」までは、発生する
病害の防除時期が異なることから、「落花直後」の
薬剤散布は「スモモ」のみ、「落花10日後」と「落
花30日後」の薬剤散布は「モモ、ネクタリン」のみ
を対象とする。スモモ早生種の収穫時期である「７
月上旬」と「７月中旬」は「スモモ」の収穫直前に
使用できる薬剤が必要なため「モモ、ネクタリン」、
「スモモ」の各グループごとに防除を行う。「７月
下旬」から「９月上旬」までと「休眠期」は３樹種
共通薬剤で防除をおこなう。但し、日本スモモは
「８月上旬」と「８月中旬」は３樹種共通体系で使
用できる薬剤に替え、ネクタリンに登録はないが、
スカウトフロアブル2,000倍を使用し、ネクタリンと
薬剤のかけ分けを行なうとした。

４ まとめ

モモ、ネクタリン、スモモの樹種複合園では樹種
毎に行うと防除回数は38回であったが、モモ、ネク
タリン、スモモの３樹種共通防除体系により、17回
に削減された。



組み立てた共通防除体系は主要病害虫を対象とし
作成したが、最近、発生が目立っているモモやネク
タリンのせん孔細菌病とスモモの黒斑病対策及びス
モモヒメシンクイ対策が今回、残された課題となっ
た。
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表１ 各年次における供試防除体系

注１ *：樹種により登録が不揃いな薬剤
注２ 殺虫剤下線：有機リン剤、斜字：ピレスロイ
ド剤、太字：ネオニコチノイド剤

表２ 共通防除体系における主要病害の発生状況

注１ ＊：灰星病。＊＊：黒星病
注２ （）：無散布区

散布時期 年次 散布日 モモ、ネクタリン スモモ

2005 6/21

2006 6/20
サニパー　 　　　　 　　600倍
ダーズバンDF　 　　   3,000倍*

散布無し

2008  6/9

2005

2006 6/29

2008 6/19 チオノックフロアブル　 　500倍　 散布無し

2005 7/8

2006 7/10

2008  7/ 1
ベルクートフロアブル  　2,000倍
サイアノックス水和剤  　1,000倍

ベルクートフロアブル　  2,000倍
アディオンフロアブル  　1,500倍

2005

2006 7/21
ダコニール1000　　  　　1,000倍
アルバリン顆粒水溶剤　2,000倍

    「大石早生」  収穫前
ロブラール水和剤      　1,500倍
スカウトフロアブル    　2,000倍

2008 7/15
ダコニール1000　  　　　1,000倍
スタークル顆粒水溶剤　    2,000倍

ロブラール水和剤      　1,500倍
スカウトフロアブル  　　2,000倍

2005 7/25

2006  8/1
ダコニール1000　　　　　1,000倍
モスピラン水溶剤　　　　4,000倍

散布無し

2008 7/25
ベルクートフロアブル 　2,000倍
モスピラン水溶剤　 　 　4,000倍

散布無し

2005 8/5

2006  8/9

2008  8/4

2005 8/16

2006 8/21

2008 8/13

2005

2006 8/31

2008 8/26

2005

2006 9/13

2008  9/5

落花30日後

ストロビードライフロアブル　　　2,000倍
ダイアジノン水和剤 　　　       1,000倍

  チオノックフロアブル　  　　      500倍
  ダーズバンDF　　　　 　　       3,000倍

落花40日後

散布無し

ベルクートフロアブル　　　　　   2,000倍
ダーズバンDF　   　      　　    3,000倍*

７月上旬

ベルクート水和剤　　　　　　　　2,000倍
サイアノックス水和剤　　　　　　1,000倍

ベルクートフロアブル　　　　    2,000倍
アグロスリン水和剤　　　　　     1,000倍*

７月中旬

散布無し

７月下旬

ベルクート水和剤　　　　　　　2,000倍
スタークル顆粒水和剤　　　　2,000倍

８月上旬

スコア顆粒水和剤　　　  　　　2,000倍
スカウトフロアブル　　　　　　2,000倍*

ストロビードライフロアブル 　2,000倍
　スカウトフロアブル　　  　　2,000倍*

　ストロビードライフロアブル 　2,000倍
　スタークル顆粒水溶剤　　 　2,000倍

８月中旬
「あかつき
収穫前」

　　　　　　　  スコア顆粒水和剤　　  　　　2,000倍
　　　　　　　　スタークル顆粒水和剤　    2,000倍

　アンビルフロアブル　　　　　1,000倍
　　スカウトフロアブル　 　　　　2,000倍*

　ロブラール水和剤　　　　　　1,500倍
  モスピラン水溶剤　　    　4,000倍

８月下旬

散布無し

　ストロビードライフロアブル　2,000倍

　　ストロビードライフロアブル 　2,000倍
    スタークル顆粒水溶剤　 　　2,000倍

９月上旬
「川中島白桃
収穫前」

散布無し

　　ロブラール水和剤　　　　　　1,500倍

　  インダーフロアブル　   　 　5,000倍

灰星病 黒星病

2005
8/29＊

8/10
＊＊

617＊

100
＊＊

0
(6.8)

14.3
(75.3)

2006 8/22 200 0 －

川中島白桃 2006
9/15＊

8/8
＊＊

600＊

100
＊＊ 0 2.0

2005 8/10  40 0 0.0

2006 9/19  95 0 －

2005 8/19
190
(69)

0
(32.0)

－

2006 8/22 400 0 －
太　陽 2006 9/7 200 0 －
秋　姫 2006 9/7 300 1.7 －

2005 9/20
575
(219)

0.4
(3.0)

－

2006 8/22 400 0 －
グランドプライス 2006 9/7 400 1.3 －

プレジデント 2006 9/7 400 0.5 －

調査果数
（果）

モモ

大久保

ネクタリン フレーバートップ

樹種 品種 年次
発病果率（％）

調査日

スモモ

日本スモモ
ニュー太陽

プルーン
サンプルーン

モモ、ネクタリン スモモ

2 発芽前 縮葉病 ふくろみ病

3 落花直後 灰星病
アンビルフロアブル
又はパスワード顆粒水和剤

1000倍
1500倍

黒星病
チウラム剤
又は水和硫黄剤
又はサニパー

　500倍
　500倍
　600倍

シンクイムシ類 ダイアジノン水和剤 1000倍

黒星病 炭疽病

灰星病、黒星病
チウラム剤
又は水和硫黄剤

　500倍
　500倍

シンクイムシ類 ダイアジノン水和剤 1000倍

灰星病、黒星病 炭疽病

灰星病、黒星病 灰星病    ベルクートフロアブ 2000倍 ベルクートフロアブル 2000倍

シンクイムシ類 アブラムシ類 サイアノックス水和剤1000倍 アディオンフロアブル 1500倍

灰星病、黒星病 灰星病 ダコニール1000 1000倍
｢大石早生収穫前｣
　ロブラール水和剤

1500倍

ジノテフラン剤 2000倍 　スカウトフロアブル 2000倍

灰星病、黒星病 灰星病 2000倍

4000倍

2000倍

シンクイムシ類 アブラムシ類

4000倍

2000倍

シンクイムシ類 アブラムシ類 2000倍

14
９月上旬

「川中島白桃
　収穫前」

1 休眠期 ガットキラー乳剤

4

5

6

7

8

9

10

1500倍

　100倍

ベルクートフロアブル

モスピラン水溶剤

ストロビードライフロアブル

ダントツ水溶剤
又はスタークル顆粒水溶剤
又はアルバリン顆粒水溶剤

ロブラール水和剤
又はＥＢＩ剤

モスピラン水溶剤 

ストロビードライフロアブル  

スタークル顆粒水溶剤
又はアルバリン顆粒水溶剤

1500倍

11

13

12

2000倍
2000倍
2000倍

灰星病

８月下旬

８月中旬
「あかつき
収穫前」

８月上旬

チウラム剤 　500倍

ダイアジノン水和剤
又はダーズバンＤＦ

1000倍
3000倍

７月上旬

チウラム剤 

ダーズバンＤＦ 

　500倍

3000倍

７月中旬

シンクイムシ類

落花10日後

７月下旬

シンクイムシ類

落花20日後

落花30日後

落花40日後

チウラム剤 　500倍

散布時期回数
対象病害虫 基準薬剤

モモ、ネクタリン スモモ

コスカシバ

シンクイムシ類

シンクイムシ類

灰星病

灰星病

シンクイムシ類

灰星病

防除回数（内３樹種共通回数） 13回（９回） 12回（９回）

ロブラール水和剤
又はＥＢＩ剤

表３ 共通防除体系におけるシンクイムシ類の発生
状況

注（）：無散布区

表４ モモ、ネクタリン及びスモモの共通防除体系

注１ 斜線で示した時期は薬剤散布は不要
注２ ＥＢＩ剤：アンビルフロアブル1000倍、スコ
ア顆粒水和剤2000倍、インダーフロアブル5000倍

品種 年次 収穫日 調査果数(果) 被害果率(%)

大久保 2005 8/30
404

(407)
0

(1.7)

川中島白桃
(大久保）

2006
9/12,15

（8/28,29)
281

(348)
0

(73.3)

川中島白桃
(大久保）

2008
9/19

（8/22）
249

(707)
2.0

(97.0)

フレバートップ 2005 9/7  32 0

ファンタジア 2008 9/19 221 1.8

ニュー太陽 2005 8/29 225 42.6

ソルダム 2006 8/3 210 0

ソルダム 8/7  98 28.6

秋姫 9/8 110 53.6

グランドプライス 9/2 328 0

砂糖李 9/2 595 0

ビクトリア 8/7 502 3.0

サンプルーン 9/2 381 0

シュガープルーン 9/2 199 0

2008

ネクタリン

スモモ
2006

プルーン

樹種

モモ

日本スモモ

2008


